
鉄 道
てつどう

分野
ぶんや

特 定
とくてい

技能
ぎのう

1号
ごう

評 価
ひょうか

試験
しけん

（運輸
うんゆ

係 員
かかりいん

） 

学科
がっか

試験
しけん

 （サンプル
さ ん ぷ る

問題
もんだい

） 

※学科
が っ か

試験
し け ん

の出題
しゅつだい

形式
けいしき

を示
しめ

ものであり、同様
どうよう

の問題
もんだい

が出題
しゅつだい

されることを保証
ほしょう

するものでは 

ありません。 

 

次
つぎ

の 文 章
ぶんしょう

のうち、正
ただ

しいものには「○」を、間違
まちが

っているものには「×」を回 答 欄
かいとうらん

の（   ）の

中
なか

に記 入
きにゅう

しなさい。 

 

問 題
もんだい

１ 鉄 道
てつどう

信 号
しんごう

とは、信 号
しんごう

、合図
あいず

、 標 識
ひょうしき

と定
さだ

められている。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

２ 係 員
かかりいん

相互 間
そうごかん

で相手 方
あいてがた

に対
たい

し自分
じぶん

の意思
い し

を示
しめ

すものを 標 識
ひょうしき

という。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

３ 停止
ていし

信 号
しんごう

の現示
げんじ

がある場合
ばあい

は、停止
ていし

すべき位置
い ち

までに停止
ていし

しなければならない。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

４ 鉄 道
てつどう

信 号
しんごう

のうち 係 員
かかりいん

に列 車
れっしゃ

などを運 転
うんてん

するときの 条 件
じょうけん

を示
しめ

すものを信 号
しんごう

とい

う。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

問 題
もんだい

５ 進 行
しんこう

を指示
し じ

する信 号
しんごう

は進 行
しんこう

信 号
しんごう

のみである。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

６ 一 定
いってい

の区間
くかん

に２以 上
いじょう

の列 車
れっしゃ

を運 転
うんてん

させないための仕組
し く

みを閉
へい

そくという。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 



 

問 題
もんだい

７ 場 内 信 号 機
じょうないしんごうき

に進 行
しんこう

信 号
しんごう

が現示
げんじ

されていても、列 車
れっしゃ

到 着
とうちゃく

まで時間
じかん

があるときは、

停 車 場
ていしゃじょう

構 内
こうない

の線路 内
せんろない

で作 業
さぎょう

を 行
おこな

っても良
よ

い。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

８ 停 車 場
ていしゃじょう

内
ない

で入 換
いれかえ

運 転
うんてん

に使
つか

う信号 機
しんごうき

を場 内 信 号 機
じょうないしんごうき

という。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

問 題
もんだい

９ 停 車 場 外
ていしゃじょうがい

の線路
せんろ

を本 線
ほんせん

、停 車
ていしゃ

場 内
じょうない

の線路
せんろ

を側 線
そくせん

という。 

回 答 欄
かいとうらん

（   ） 

 

 

つぎの 文 章
ぶんしょう

のうち、選択 肢
せんたくし

A～D の中
なか

から 最
もっと

も適 切
てきせつ

なものを一
ひと

つ選
えら

び、回 答 欄
かいとうらん

 

の（   ）の中
なか

にその記号
きごう

を記 入
きにゅう

しなさい。 

 

問 題
もんだい

10 時速
じそく

７２ｋｍで走 行
そうこう

している列 車
れっしゃ

が 4km/h/sの減速 度
げんそくど

でブレーキを掛
か

けたときブレーキ

が効
き

き始
はじ

めてから停止
ていし

するまでの時間
じかん

を次
つぎ

のうちから選
えら

びなさい。 

（選択 肢
せんたくし

） 

A. ６ 秒
びょう

   B. ９ 秒
びょう

   C. １２ 秒
びょう

   D. １８ 秒
びょう

 

 

解答 

問題１ ○ 

問題２ × 

問題３ ○ 

問題４ ○ 

問題５ × 

問題６ ○ 

問題７ × 

問題８ × 

問題９ × 

問題 10 D 

 


